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日本アイ・ビー・エム システムズ・エンジニアリング株式会社
ISEネットワーク・システムズ
IBM認定上級ITスペシャリスト

板場 幹夫　Mikio Itaba

【プロフィール】
適用業務ソフトウェア開発、ホスト用端末エミュレーション・ソフトウェア等
の開発を経て、ネットワークのインテグレーションやコンサルティングのプ
ロジェクトに携わる。IBMワールドワイドのネットワーク技術コミュニティー
「CoE（Center of Excellence）」メンバー。現在 IBMのSDN製品の日本
における事業開発に携わる。

SDNとオーケストレーション

SDNとオーケストレーションの
適合性

SDN（Software Defi ned Network）
は、固定的なネットワークからアプリケー
ションの要求に合わせて柔軟にネットワー
ク構成を変更できる技術として、2010年
ごろより着目されてきました。昨今では、
サーバーやストレージとネットワークを連
携させて自動的にインフラを構成するオー
ケストレーション機能を実現するための有
力な技術として注目されています。
なぜSDNがオーケストレーションの実
現へ向けた有力な技術となっているので
しょうか。以前からネットワーク構成の自
動化ツールはありましたが、市場は広が
りませんでした。既存のネットワークは多
様な多数の機器が自律的に動作し分散し
て協調しながら動作しているため、自動化
を実現するには多数の機器を一度に整合
性をもって変更しなければなりません。そ
れぞれの機器の状態を把握して適切な変
更順序を保ち、エラー時の処理も組み込
むとなると大変な工数となります。機器の
ファームウェア更新時には修正が必要にな
る場合もありますし、機器に依存するツー
ルもあります。このように、ネットワークは
構造的に自動化が困難だったのです。
一方、SDNではネットワークの構成や制

御は個別の「機器」から分離されソフトウェ
ア上にコントローラーとして一元化して実
装されます。個々の機器はコントローラー
が指示した方法で動作し、構成変更を行
う際にはコントローラーのみを対象とし
てプログラムすればよくなります（図1）。

整合性はコントローラーが吸収するため、
ユーザー側で行う実装や保守は大幅に単
純化されます。一般的なネットワーク変更
では人を介して実施することで数日から数
週間かかりますが、SDNの活用によりリア
ルタイムに近い時間で実施可能となりま
す。さらに通信量やアクセス数に応じた自
動的なインフラの拡張や縮退は人手を介し
た手法では対応が困難ですが、SDNであ
れば対応可能になります。

オーケストレーションに求められる
アーキテクチャー

前章ではSDNとオーケストレーションの
相性が良い点について述べましたが、どの
ようにオーケストレーションに組み込むべ
きでしょうか。すべての制御を包含した不
分割で巨大な機能としてしまうと、技術の
進化への対応が遅くなり、特定の機器やソ
フトウェアに依存する制約が発生するかも
しれません。技術進化が速い現在では投資
保護の観点からリスクが高くなってしまいま

す。図2に示すように、各要素ごとに分離
独立させ、それぞれの要素がお互いにAPI
を使って連携しあう構造をもつこと、さまざ
まな環境を包括、新技術の適用に応じて進
化が容易なレイヤー（層）型を持つことが重
要です。
このプラットフォームの上位層に
OpenStackに代表されるオープンなAPI
を介することで、サーバーなど他の要素と
の連携が容易になります。SDNをオーケス
トレーションに組み込むためには、SDNの
単体技術だけではなく、このような構造を
もつプラットフォームとしての機能を実装す
る必要があります。プラットフォームはオー
プンな規格で構築されることが望ましく、そ
の一つの試みが「OpenDaylight プロジェ
クト」です。

OpenDaylightプロジェクトとは

OpenDaylight プロジェクト（以下、
ODL）は、2013年4月に発足したオー
プンソース・プロジェクトです。2013年
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図1. SDNにおける自動化の比較 
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12月時点でSDN製品を開発している主要
なITベンダー約30社が参画しています。
ODLは技術標準を策定しませんが、SDN
ソリューションを構成する基盤機能、例え
ばコントローラーなどをオープンソースと
して開発・共有し、多くの企業がSDNを活
用したソリューションを開発する際に利用
することで投資リスクを軽減させ、市場を
活性化させることを目的としています。特
定の企業のみならず誰でも開発に参加した
り、ソースコードを自社の製品に組み入れ
たりすることができます。
ODLは単なるオープンソースの貯蔵庫で

はなく、前述したようなプラットフォームの
アーキテクチャーを核としています。ODL
の配下にさまざまな機能を開発するサブ・
プロジェクトがあり、開発したモジュール
をプラットフォームに容易にプラグインでき
る構造となっています。そして、半年ごとの
ソースコードのリリース・サイクルで運営さ
れ、2014年の初頭にODLにとっての最初
のリリースが行われます（執筆時点）。

IBMが提供した
モジュールDOVEとは

IBMはODLの創立以来、主要メンバー
として最上位のプラチナ・メンバーとなって
います。IBMはODLに対して、自社で開発
したプロジェクト名DOVE（Distributed 
Overlay Virtual Ethernet）のソースコー
ドを提供しました。この機能は仮想オー
バーレイ・ネットワークと呼ばれ、仮想化

サーバーのハイパーバイザー上の仮想ス
イッチを拡張し、複数のサーバーの仮想ス
イッチ間をネットワーク接続することで、物
理ネットワーク上に仮想的なネットワークを
構築するものです（図3）。同様のソリュー
ションとしてVMware社のNSXやJuniper
社のContrailなどが挙げられます。
DOVEは仮想スイッチ間のネットワーク

を物理ネットワーク上にトンネル化した通
信で実現します。物理ネットワークはサー
バー間をIPで接続するだけのシンプルな
構造となり、実質は仮想ネットワーク上の
さまざまな通信がカプセル化されます。理
論上は1600万のネットワーク（セグメン
ト）を構成することができる拡張性を有し
ています（現時点ではDOVEは1万6000
に上限を設定）。自動化において物理ネッ
トワークを変更する必要がなく、さらに既
設のネットワーク機器をそのまま利用でき
るメリットがあります。DOVEは商品名を
SDN-VE（Virtual Environments）とし
て2013年6月に製品版も出荷されました。
ODL提供版と基本部分は同一ですが、将
来的にPowerVMやHyper-Vなど複数の
仮想化環境に対応させていく点に差異が
あります。

SDNがもたらす価値と
IBMの戦略

DevOpsに代表されるアプリケーション
の開発手法や展開に関する革新が進行し
ています。従前のようにインフラをアプリ

ケーションごとに設計し調達、構築するス
タイルではビジネスのスピードに間に合わ
なくなるでしょう。仮想サーバーを高密度
に集約できる最新のサーバーによって、成
長に応じて、あるいはビジネスのニーズに
あわせて迅速に実行環境を提供し、また俊
敏に変化できる弾力性を備えたインフラを
作り上げることが既に可能となっています。
インフラは仮想サーバーだけは実現できま
せんから、ストレージやネットワークも同調
して動作しなくてはなりません。特に、ネッ
トワークはこれまで自動化の足かせになっ
ていましたが、SDNの登場により実現性が
見えてきました。
SDN技術とそれを活用したオーケスト

レーションはまだ進化の途上にあるとは
いえ、これからのIT環境のイノベーション
において重要な位置を占めていくでしょ
う。IBMはOpenfl owや仮想オーバーレ
イ技術などSDNの個別要素への投資開発
と並行して、SDE（Software Defi ned 
Environment）へのSDNの統合について
も研究、投資を続けています。また執筆時
点にてODLの成果を取り込んだ新しい製
品も準備中ですので、本誌が発行される時
点では新しい展開となっているものと思い
ます。

［参考資料］
OpenDaylight : http://www.opendaylight.org/
IBM SDN :http://www-06.ibm.com/systems/
　　　　　jp/networking/solutions/sdn.html
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